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はじめに 

・私的年金保険の位置づけ 

 

・私的年金保険のマーケット 

 銀行窓販：2002年10月、個人年金保険の販売
解禁 

 個人年金保険の取り扱い停止、外資系生保の
撤退 
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はじめに 

・市場規律とは 

 監督機能と影響機能から構成されている。 

 近年、非常に重要視されてきている。 

 特に銀行業界における｢市場規律｣に関する
研究が進んでいる。 

 銀行業界における市場規律と保険業界にお
ける市場規律は性質を異にする。 
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はじめに 

 

以下、本報告では私的年金保険を販売している
生命保険会社の財務基盤の状態が私的年金
保険(個人年金保険)の新規契約、保有契約、
解約率に与える影響について考察する。 
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2.先行研究 

(1) 家森信善・浅井義裕(2004) 

(2) 浅井義裕(2006) 

(3) 植村信保(2001) 

 

(4) 松浦克己・白石小百合(2004) 

(5) 近藤万峰(2008) 

(6) 矢島格(2010) 

(7) 永田邦和(2011) 

(8) 永田邦和(2012) 
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2.先行研究 

(9) Epermanis, Karen, and Harrington, Scott E. (2006) 

(10) Zanjani, George (2002) 

(11) Cummins, J. David, and Danzon, Patriciam (1997) 

(12) Sommer, David W. (1996) 

(13) Carson, James M., Doran, James S., Dumm, Randy E. 
(2011) 

(14) Eling Martin (2012) 

(15) Park, Sojung Carol, and Tokutsune, Yasuyuki (2012) 
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3.実証分析 

 本研究報告では、保険会社の財務状態に関する
指標(ソルベンシーマージン比率、格付)が変化
することによって、個人年金保険の契約に関する
指標(保有契約数、新規契約数、解約率など)が
どのように変化するのかについて分析する。 
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3.実証分析 

3-1 データについて 

(1) 生命保険会社発行のアニュアルレポート(年
次報告書)から本研究に必要なデータを入手 

 ソルベンシーマージン比率、格付情報、 

 保有契約数、新規契約数、解約率 
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3.実証分析 

 格付情報の一部は生命保険会社より直接入手 
  

 スタンダードアンドプアーズ社、ムーディーズ社、
フィッチ社により公開されている保険会社の格
付情報の月次データも併せて利用。 

 

(2)格付有無によりグループ分け 

(3)個人年金保険を販売している保険会社を抽出 
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3.実証分析 

(4)ソルベンシーマージン(SM)比率：前年比の推移 

 

(5)格付情報 

 格付情報を取得している保険会社である場合、 

 格付情報を数値化して分析 

 

(6)格付取得数：保険会社が格付会社から取得して
いる格付の数 
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3.実証分析 

(7)保有契約数(個人年金保険)：件数の推移 

(8)新規契約数(個人年金保険)：件数の推移 

(9)解約率(個人年金保険)：解約率の推移 

  

(10)相互会社：会社組織形態が相互会社か 

(11) 外資：外資系の保険会社か 
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3.実証分析 

3-2 グループ分け 

・グループA-1：～2007年度 

 SM比率 + 格付情報有 + 個人年金保険 

 サンプル数 115 
 

・グループA-2：2008年度～ 

 SM比率 + 格付情報有 + 個人年金保険 

 サンプル数 157 
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3.実証分析 

3-2 グループ分け 

・グループB-1： ～2007年度 

 SM比率 + 格付情報無 + 個人年金保険 

 サンプル数 77 
 

・グループB： 2008年度～ 

 SM比率 + 格付情報無 + 個人年金保険 

 サンプル数  39 
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4.仮説 

個人年金保険市場において市場規律が有効に機
能しているのであれば、 

 

 

SM比率または格付が良化すれば、新規契約数、
保有契約数が増加し、解約率が減少する。 

 

SM比率または格付が悪化すれば、新規契約数、
保有契約数が減少し、解約率が上昇する。 
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5.分析結果 

5-1 グループ A 

  表A-1、A-2参照 
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5.分析結果 

5-2 グループ B 

  表B-1、B-2参照 
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6．おわりに 

・今後の議論の展開 

・外資系のグループレーティングの取り扱いについて 

・他の保険種目(生命保険、損害保険)での分析 
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